


















































ホヤ Brachyury(Ci -Bra)の下流で働く遺伝子の cDNAクローンの単離を試みた































平成 12年度 20，600 O 20，600 
平成 13年度 10，500 3， 150 13，650 
平成 14年度 8，400 2，520 10，920 
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山田成宏・堀田耕司・佐藤矩行・上野直人・高橋弘樹、カタユウレイボヤ (Ciona
intθstinalis)脊索特異的遺伝子群の細胞内局在、第 36回日本発生生物学















細胞腔の A4.1割球対に由来し (A系統)、後方の 8個は 8締胞怪の B4.1割球対






























割を担っていることが示されている。 Imaiet al. (Development 127， 3009-3020， 













Braの活性化に結びつくかを明らかにすることになる。そこで、 Satouet al. 































異的 cDNAクローンの単離に成功した (Takahashiet al.， Genes & Dev. 13， 1519-





(b) Ci-Bra下流遺伝子の同定: これらの Ci-Brα下流遺伝子のうち 20個の
cDNAの全塩基配列を決定した結果、これらの脊索特異的遺伝子がコードする
タンパク質の中に、 LIMonl y protein (転写因子のコブアクターとして機能する
可能性をもっ分子)、 collagenα1 (脊索革自の形成に関わると思われる分子)、















年末にドラフト・ゲノムの解読に成功した (Science298， 2157同2167，2002)0 そ
れにより、上記 20遺伝子の上流配列情報を得ることができた。そこでこれら
の配列に留意しつつこれら 20遺伝子の発現調節領域を調べてみると、ほとん
どの遺伝子の発現調節領域にBrachyuryタンパク質認識配列を認めることがで
きた。したがって、これらの Ci-Bra下流遺伝子の多くは、直接的標的遺伝子と
考えられる。
(c) Ci-Bra下流遺伝子の機能: 上に述べたように、これまでの研究から、
Ci幽Brα下流遺伝子として、脊索細胞の形の変化に関わる遺伝子(例えばCi幽PKl
やCi“ERM)、代謝に関わる遺伝子(例えばCi-PTPや Ci-ASAT)、細胞周期に関
わる遺伝子 (Ci-cdc45)などが明らかになっている。これらの遺伝子の機能を
そルブオリノを使って確かめてみると、多くの遺伝子の機能限害は脊索細胞の
集中・伸長運動の阻害をもたらし、尾部の正常な形成がおこらなくなる。これ
らの事実は、 Braは脊索細胞に形態形成運動能を付加することによって、脊索
特異的な器官形態の具現化に関与していると考えられる。
要約すると、ホヤでの脊索という構造は、まず母性のs-カテニンに始まる
転写および細胞間シグナノレの発生遺伝子カスケードによって脊索形成の鍵とな
るTー ボックス遺伝子Braが活性化され、次にBraの働きによって主として形態
形成運動に関わる多くの遺伝子が活性化されることによって形成される。本研
究は、これらの遺伝子カスケードのほぼ全貌を明らかにしたものといえる。
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